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検討のプロセス（「市立小・中学校再編計画の考え方について」に基づく）
再編対象校の選定
令和3年度時点において、
・ 複式学級が存在する学校⇒小学校9 校
・ 全学年が単学級である学校⇒小学校16 校、中学校2 校

再編の組み合わせの検討

組み合わせ方法 検討案数

①再編対象校と校区が隣接する同一地域生活圏内の学校との再編を検討 小学校：59案

（①で適正規模とならない場合）

②同一地域生活圏内において3校以上での再編を検討 小学校：33案

（同一地域生活圏内での再編が困難な場合）

③地域生活圏をまたいだ再編を検討
小学校：4案
中学校：2案

計
小学校：96案
中学校：2案

計 27 校

（①～③と併せて考えるもの）

中学校との併設を念頭に置いた再編案を検討（次のいずれかに該当する場合）
・同一地域生活圏内において、複数校の組み合わせによって新たな再編校は適正
規模となるが、一部小規模校が残置する場合
・同一地域生活圏内に中学校が一つのみの場合

①～③の内
小学校：10案
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検討のプロセス 再編原案の選定／再編原案リストの解説

再編原案の選定

前述のプロセスから得た「再編の組み合わせ」（98案：小学校96案、中学校2案）のうち、適正規模校は再編対象校とはしないことを前提と
し、以下の条件を基本として再編原案の選定を行った。

【選定条件】
・再編後、長期的（R7～R22）には適正規模となる
（適正規模に向けて段階的に行う統合（一次統合）を含む）
・再編後、長期的に必要となる教室数に対して、学校の保有教室数が充足している
・再編後、同一地域生活圏内に再編対象校が残置しない
・再編後の児童の中学校の進学先といった環境変化に配慮する

選定した再編原案（諮問）

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

柳町小学校 中央小学校 現 中央小学校 適正
(17)

適正
(18)

適正
(13)

適正
(12) 1 0 5 6 2% 3人 富山中央-1

柳町小学校 奥田小学校 現 奥田小学校 大
(19)

適正
(18)

適正
(14)

適正
(12) ▲ 4 ▲ 3 1 3 1% 2人 富山中央-2

柳町小学校（奥田小校区） 奥田小学校 現 奥田小学校
適正
(17)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 2 2 3 3 0% 0人 富山中央-3(1)

柳町小学校（東部小校区） 東部小学校 現 東部小学校
適正
(14)

適正
(12)

適正
(12)

適正
(12)

2 4 4 4 0% 0人 富山中央-3(2)

再編原案

富山
中央

統合

通学区域変更

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

対象 再編原案数

１．小学校 ３４案

２．中学校 ２案

「再編原案リスト」記載項目
再編後の学校規模・学級数を示しています。
小学校は1学級35人、中学校は1学級40人
で算出しています。

再編後 教室 過不足状況 
実数で示しています。

再編の方法を示しています。
以下の方法があります。
 統合 一次統合 最終統合 通学区域変更

再編対象校（再編先学校を除く）に現在通学している児童生
徒     再編先学校 通学  場合 通学距離 ３ｋｍ
超となる児童生徒の割合及び人数を示しています。
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富山中央地域
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富山中央地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程

■ 小学校児童数推移

■ 学校位置図

（１）富山中央地域の再編対象校は柳町小である。

（２）いずれの再編原案においても適正規模を確保できる。

（３）中学校進学先等児童の環境変化を考慮し通学区域の変更を検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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S55年度 S60年度 H2年度 H7年度 H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度 R12年度 R17年度 R22年度

(人)

芝園小学校 中央小学校 柳町小学校 奥田小学校

奥田北小学校 堀川小学校 光陽小学校 現存しない学校

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

芝園 3 100 4 112 3 95 3 106 3 102 3 102 19 617

西田地方 2 53 2 54 2 49 2 65 2 52 1 39 11 312
中央 2 69 2 62 2 53 2 72 2 74 2 65 12 395
柳町 1 32 1 20 1 23 1 31 1 19 1 32 6 157
奥田 3 85 2 67 3 76 3 86 2 75 2 79 15 468
奥田北 2 66 3 77 2 65 2 58 2 68 2 66 13 400
堀川 3 88 4 112 3 103 3 99 3 103 3 101 19 606
光陽 3 80 2 68 3 82 3 80 3 97 3 90 17 497
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

芝園 4 139 4 131 4 145 12 415

堀川 8 297 9 349 9 348 26 994
南部 5 187 5 178 5 174 15 539
奥田 6 214 6 218 6 216 18 648
大泉 1 43 2 47 2 82 5 172
※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

合計

中学校名
（5校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（8校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

実績値 推計値

■ 中学校生徒数推移
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富山中央地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：芝園小学校、西田地方小学校、中央小学校、柳町小学校、奥田小学校、奥田北小学校、堀川小学校、光陽小学校
中学校：芝園中学校、堀川中学校、南部中学校、奥田中学校、大泉中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

柳町小学校 中央小学校 現 中央小学校 適正
(17)

適正
(18)

適正
(13)

適正
(12) 1 0 5 6 2% 3人 富山中央-1

柳町小学校 奥田小学校 現 奥田小学校 大
(19)

適正
(18)

適正
(14)

適正
(12) ▲ 4 ▲ 3 1 3 1% 2人 富山中央-2

柳町小学校（奥田小校区） 奥田小学校 現 奥田小学校
適正
(17)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 2 2 3 3 0% 0人 富山中央-3(1)

柳町小学校（東部小校区） 東部小学校 現 東部小学校
適正
(14)

適正
(12)

適正
(12)

適正
(12)

2 4 4 4 0% 0人 富山中央-3(2)

富山
中央

統合

通学区域変更

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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富山北部地域
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富山北部地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）富山北部地域の再編対象校は岩瀬小、針原小、浜黒崎小である。

（２）いずれの再編原案においても概ね適正規模を確保できる。

（３）中学校進学先等児童の環境変化を考慮し通学区域の変更を検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

岩瀬 1 13 1 14 1 17 1 18 1 34 1 10 6 106

針原 1 23 1 23 1 18 1 20 1 19 1 31 6 134
浜黒崎 1 11 1 15 1 19 1 13 1 18 1 15 6 91
大広田 2 56 2 54 2 63 2 63 2 57 2 55 12 348
豊田 4 120 4 142 4 132 4 140 3 117 4 134 23 785
萩浦 2 49 2 42 2 49 2 41 2 46 2 45 12 272
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

北部 4 136 4 162 5 176 13 474

岩瀬 4 143 3 105 3 101 10 349
※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

5年生 6年生 合計小学校名
（6校）

1年生 2年生 3年生 4年生

中学校名
（2校）

1年生 2年生 3年生 合計

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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富山北部地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：岩瀬小学校、針原小学校、浜黒崎小学校、大広田小学校、豊田小学校、萩浦小学校
中学校：北部中学校、岩瀬中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

岩瀬小学校 萩浦小学校 現 萩浦小学校 適正
(12)

適正
(12)

適正
(12)

小
(10) 1 1 1 3 3% 3人 富山北部-1

針原小学校、浜黒崎小学校 大広田小学校 現 大広田小学校
適正
(18)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

1 6 7 7 56% 128人 富山北部-2

針原小学校（新庄北小校区） 新庄北小学校 現 新庄北小学校
大
(21)

大
(22)

大
(20)

適正
(18)

7 6 8 10 0% 0人 富山北部-3(1)

針原小学校（大広田小校区）、
浜黒崎小学校 大広田小学校 現 大広田小学校

適正
(18)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

1 6 7 7 50% 99人 富山北部-3(2)

富山
北部

統合

通学区域変更

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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和合地域
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和合地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）和合地域の再編対象校は四方小、八幡小、草島小、倉垣小である。

（２）いずれの再編原案においても適正規模を確保できる。

（３）既存校を活用した場合いずれも教室不足（要増築）となり、同一地域生活圏内

に中学校が１つのため、和合中学校に小学校を併設する。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

四方 1 19 1 22 1 16 1 24 1 24 1 30 6 135

八幡 1 15 1 5 1 20 1 10 1 15 1 13 6 78
草島 1 16 1 18 1 20 1 17 1 23 1 22 6 116
倉垣 1 34 1 27 1 25 1 32 1 27 1 30 6 175
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

和合 3 114 3 113 3 94 9 321

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

5年生 6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（4校）

1年生 2年生 3年生 4年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移

327 284 243 211 243 279 260 207 145 97 75 55 45
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実績値 推計値

■ 中学校生徒数推移
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実績値 推計値
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和合地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：四方小学校、八幡小学校、草島小学校、倉垣小学校
中学校：和合中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

四方小学校、八幡小学校、
草島小学校、倉垣小学校 和合中学校併設小学校

適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

- - - - 10% 48人 和合-1

四方小学校、八幡小学校、
草島小学校、倉垣小学校 現 四方小学校

適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 6 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 2 8% 30人 和合-2

四方小学校、八幡小学校、
草島小学校、倉垣小学校 現 八幡小学校

適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 9 ▲ 6 ▲ 5 ▲ 5 0% 2人 和合-3

四方小学校、八幡小学校、
草島小学校、倉垣小学校 現 草島小学校

適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 7 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 3 3% 12人 和合-4

四方小学校、八幡小学校、
草島小学校、倉垣小学校 現 倉垣小学校

適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 8 ▲ 5 ▲ 4 ▲ 4 10% 33人 和合-5

和合 統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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27

呉羽地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

呉羽地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）呉羽地域は再編対象校が多い（6小学校中、5小学校が再編対象）

（２）再編原案以外の組合せでは、再編対象校と呉羽小との組合せ以外には適正

規模とはならないことや再編対象校として残置する学校がある。

（３）このことから、長期的に小規模ではあるものの一次統合の形態や長期的に

大規模ではあるものの最終統合の形態を再編原案とした。

出典：富山市の教育（令和3年度）

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

呉羽 3 89 3 86 3 94 3 100 3 103 3 98 18 570

長岡 1 23 1 28 1 25 1 29 1 27 1 26 6 158
寒江 1 13 1 15 1 14 1 10 1 13 1 25 6 90
老田 1 28 1 23 1 24 1 25 1 25 1 22 6 147
古沢 1 6 1 9 6 1 7 8 1 5 4 41
池多 1 9 1 8 1 10 1 6 4 1 4 5 41
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※古沢小は3・4年生及び5・6年生、池多小は5・6年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

呉羽 5 194 5 182 5 188 15 564

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（6校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

■ 小学校児童数推移

1,217 1,139
940 857 713 673 676 627 586 531 476 414 357

365 376

308
276

245 256 219
156 157 155 135 113

98

182
161

149
118

111 111 105
74 86

71
58

52 45

308 342

331

237

184 171 182
166 153

143
126

114
99

114 159

123

107

79 65 75
53 39 53

54
40

37

131 141

104

70

60 53 55
48 40 45

24
21

16

0

500
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2,000

2,500

S55年度 S60年度 H2年度 H7年度 H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度 R12年度 R17年度 R22年度

(人)

呉羽小学校 寒江小学校 老田小学校 古沢小学校 池多小学校

実績値 推計値

934

1,289 1,208

999
840

675 632 665
545 527 492

406 366
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(人)

呉羽中学校

■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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呉羽地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：呉羽小学校、長岡小学校、寒江小学校、老田小学校、古沢小学校、池多小学校
中学校：呉羽中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

古沢小学校、池多小学校 寒江小学校、老田小学校 現 老田小学校
適正
(12)

小
(11)

小
(10)

小
(6)

▲ 5 ▲ 4 ▲ 3 1 80% 138人 呉羽-1(1)

長岡小学校 呉羽小学校 現 呉羽小学校 大
(24)

大
(20)

適正
(18)

適正
(17) 1 5 7 8 6% 9人 呉羽-1(2)

古沢小学校、池多小学校
長岡小学校、老田小学校、
寒江小学校、 呉羽小学校 現 呉羽小学校

大
(30)

大
(26)

大
(24)

大
(21)

▲ 5 ▲ 1 1 4 43% 206人 呉羽-1(3) 最終統合

呉羽
一次統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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33

富山西部地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

富山西部地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）富山西部地域の再編対象校は神明小である。

（２）再編原案では適正規模を確保できる。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

桜谷 2 54 1 31 1 34 1 31 1 36 1 31 7 217

五福 2 65 2 57 2 59 2 68 2 68 2 70 12 387
神明 1 27 1 25 1 36 1 33 1 22 1 27 6 170
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

西部 3 118 4 130 3 119 10 367

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（3校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移

471 400 322 297 259 274 287 264 211 243 247 223 216

704
657

584 543
423 408 422 416

389 358 353 316 303

342

315

241 283

258 269
315
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118 102
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実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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富山西部地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：桜谷小学校、五福小学校、神明小学校
中学校：西部中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

富山
西部 神明小学校 五福小学校 現 五福小学校 適正

(18)
適正
(18)

適正
(14)

適正
(13) 1 1 5 6 55% 92人 富山西部-1 統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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37

富山東部地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

富山東部地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）富山東部地域の再編対象校は太田小である。

（２）再編原案では適正規模を確保できる。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

東部 3 99 2 65 3 75 3 80 2 69 3 87 16 475

新庄 3 89 3 101 4 128 3 86 3 92 3 106 19 602
新庄北 3 86 3 95 3 92 3 98 3 85 3 101 18 557
藤ノ木 5 178 6 191 5 171 5 185 5 176 5 175 31 1076
広田 2 50 2 47 2 56 2 49 2 51 2 44 12 297
山室 3 87 3 98 3 97 3 74 3 93 3 83 18 532
山室中部 3 88 3 91 3 92 3 89 3 82 3 101 18 543
太田 1 36 1 28 1 32 1 34 1 34 1 34 6 198
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

東部 3 103 3 109 3 85 9 297

新庄 6 232 6 228 5 198 17 658
山室 6 187 6 203 5 196 17 586
藤ノ木 5 167 4 144 4 159 13 470
※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（4校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（8校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移

1,156 1,050 836 633 529 494 453 430 445 339 282 255 242

1,832 1,704
1,406

1,277 1,046 1,062
534 520 599 707 763 775 810

606 626 575 617 632 626 609

1,238 1,242

1,012
848

744 755 814 980 1,082 1,046 996 1,016 1,052

585 804

686
632

507 544 500 445 319 355 387 351 329

1,123 1,049

834

733

595 612 531 517 543 636 598 612 614

870 811
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630 806 789 715 557 484 442 385 344
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広田小学校 山室小学校 山室中部小学校 太田小学校

実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION -39-

富山東部地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：東部小学校、新庄小学校、新庄北小学校、藤ノ木小学校、広田小学校、山室小学校、山室中部小学校、太田小学校
中学校：東部中学校、新庄中学校、山室中学校、藤ノ木中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

富山
東部 太田小学校 山室中部小学校 現 山室中部小学校 大

(21)
大
(20)

適正
(18)

適正
(18) 1 2 4 4 48% 88人 富山東部-1 統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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41

大沢野・細入地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

大沢野地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）大沢野地域の再編対象校は船峅小である。

（２）いずれの再編原案においても適正規模を確保できる。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

大沢野 2 60 2 65 3 75 3 76 3 103 3 85 16 464

大久保 3 77 3 80 2 69 2 66 2 70 2 74 14 436
船峅 1 5 8 1 5 1 9 1 9 1 9 5 45
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※船峅小は2・3年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

大沢野 4 160 4 157 4 159 12 476

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（3校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

細入地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）細入地域の再編対象校は神通碧小・楡原中である。

（２）いずれの再編原案においても適正規模を確保できる。

（３）細入地域は再編先学校がないことから、大沢野地域との再編を検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

神通碧 1 12 4 1 6 1 10 1 13 1 11 5 56

※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※神通碧小は2・3年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

楡原 1 8 1 5 1 16 3 29

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値
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楡原中学校

■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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大沢野・細入地域小・中学校再編原案リスト
《大沢野地域内の学校》
小学校：大沢野小学校、大久保小学校、船峅小学校
中学校：大沢野中学校

《細入地域内の学校》
小学校：神通碧小学校
中学校：楡原中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

船峅小学校 大沢野小学校 現 大沢野小学校 適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12) 7 10 11 11 58% 21人 大沢野-1

船峅小学校 大久保小学校 現 大久保小学校 適正
(18)

適正
(14)

適正
(12)

適正
(12) ▲ 4 0 2 2 97% 35人 大沢野-2

神通碧小学校 大沢野小学校 現 大沢野小学校
適正
(15)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

8 10 11 11 93% 51人 大沢野・細入-1

船峅小学校、神通碧小学校 大沢野小学校 現 大沢野小学校
適正
(17)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

6 10 11 11 79% 72人 大沢野・細入-2

楡原中学校 大沢野中学校 現 大沢野中学校
適正
(14)

適正
(13)

適正
(9)

適正
(9)

8 9 13 13 100% 27人 大沢野・細入-3

大沢野

大沢野・
細入 統合

統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案
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50

大山地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

大山地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）大山地域の再編対象校は上滝小、福沢小、小見小である。

（２）いずれの再編原案においても、長期的には小規模となるが、月岡小と隣接する

再編対象校は福沢小のみであり、上滝小及び小見小は大庄小校区を越境すること

から同一地域生活圏内での再編を検討した。

（３）同一地域生活圏内に中学校が一つであることから、上滝中学校への小学校の併

設についても検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

上滝 1 15 1 9 1 13 1 21 1 15 1 16 6 89

大庄 2 37 1 34 2 48 2 37 1 29 2 45 10 230
福沢 4 1 2 5 1 6 8 1 7 3 32
小見 1 1 2 2 1 2 3 1 3 3 13
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※福沢小及び小見小は1・2年生、3・4年生及び5・6年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

上滝 2 70 2 65 2 79 6 214

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（4校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値

440
520

473

371 357 332 336 306
221

185 160
106 85

0

100

200

300

400

500

600

S55年度 S60年度 H2年度 H7年度 H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度 R12年度 R17年度 R22年度
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上滝中学校

■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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大山地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：上滝小学校、大庄小学校、福沢小学校、小見小学校
中学校：上滝中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

小見小学校 上滝小学校 現 上滝小学校 小
(6)

小
(6)

小
(6)

小
(6) 4 4 4 4 92% 12人 大山-1(1)

福沢小学校 大庄小学校 現 大庄小学校 適正
(12)

小
(7)

小
(6)

小
(6) 0 5 6 6 87% 27人 大山-1(2)

福沢小学校、小見小学校 上滝小学校 大庄小学校 上滝中学校併設小学校 適正
(12)

小
(10)

小
(6)

小
(6)

- - - - 17% 61人 大山-1(3) 最終統合

福沢小学校、小見小学校 上滝小学校 大庄小学校 現 大庄小学校
適正
(12)

小
(10)

小
(6)

小
(6)

0 2 6 6 36% 48人 大山-2 統合

大山

一次統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案











TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION -57-

57

八尾・山田地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

八尾地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）八尾地域の再編対象校は樫尾小である。

（２）八尾地域統合中学校が令和4年4月に開校する予定であり、中学校区が一つとな

ることから、樫尾小と八尾小もしくは杉原小との一次統合を検討した。

（３）隣接校との再編では長期的に小規模となることから、八尾地域4小学校を再編

し、八尾地域統合中学校に小学校を併設することを検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

八尾 2 50 2 40 2 44 2 44 1 37 2 54 11 269

杉原 2 52 2 36 2 51 2 50 2 77 2 63 12 329
保内 1 27 1 29 2 38 1 27 1 17 1 32 7 170
樫尾 1 5 1 6 5 1 3 4 1 5 4 28
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※樫尾小は3・4年生及び5・6年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

八尾 3 101 3 90 3 94 9 285

杉原 2 60 2 49 2 60 6 169
※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（2校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（4校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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八尾小学校 杉原小学校 保内小学校 樫尾小学校 現存しない学校

実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

山田地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）山田地域の再編対象校は山田小・山田中である。

（２）複式学級を解消するため一次統合を検討し、その後、八尾地域の各学校との最

終統合を検討した。

（３）山田地域は再編先学校がないことから、隣接校が再編対象校ではない八尾地域

との再編を検討した。

出典：富山市の教育（令和3年度）

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

山田 1 12 4 1 9 1 11 1 10 1 9 5 55

※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※山田小は2・3年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

山田 1 13 1 9 1 12 3 34

※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（1校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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八尾・山田地域小・中学校再編原案リスト
《八尾地域内の学校》
小学校：八尾小学校、杉原小学校、保内小学校、樫尾小学校
中学校：八尾中学校、杉原中学校

《山田地域内の学校》
小学校：山田小学校
中学校：山田中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

樫尾小学校 八尾小学校 現 八尾小学校 小
(11)

小
(7)

小
(6)

小
(6) 6 10 11 11 46% 13人 八尾-1(1)① 一次統合

樫尾小学校 杉原小学校 現 杉原小学校 適正
(12)

小
(11)

小
(11)

小
(6) 5 6 6 11 93% 26人 八尾-1(1)② 一次統合

樫尾小学校
八尾小学校、杉原小学校、
保内小学校 八尾地域統合中学校併設小学校

大
(24)

大
(19)

適正
(18)

適正
(13)

- - - - 33% 254人 八尾-1(2) 最終統合

樫尾小学校、山田小学校 八尾小学校 現 八尾小学校
小
(11)

小
(7)

小
(6)

小
(6)

6 10 11 11 82% 68人 八尾・山田-1(1) 一次統合

樫尾小学校、山田小学校
八尾小学校、杉原小学校、
保内小学校

八尾地域統合中学校併設小学校
大
(25)

大
(19)

適正
(18)

適正
(14)

- - - - 37% 309人 八尾・山田-1(2) 最終統合

山田中学校 八尾地域統合中学校 八尾地域統合中学校
適正
(12)

適正
(11)

適正
(9)

小
(6)

4 5 7 10 100% 33人 八尾・山田-2 統合

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

八尾・
山田

八尾

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校
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婦中地域



TOYAMA CITY BORAD OF EDUCATION

婦中地域小・中学校の再編原案検討のポイント

■ 再編原案選定の過程 ■ 学校位置図

（１）婦中地域の再編対象校は朝日小・古里小・音川小である。

（２）いずれの再編原案においても適正規模を確保できる。

（３）古里小・音川小においては、既存校を活用した場合、教室不足（要増築）とな

る。また、同一地域生活圏内には中学校が２つあるものの、当該小学校の中学校

の進学先は城山中学校であることから、城山中学校に小学校を併設する。

出典：富山市の教育（令和3年度）

出典：各学校沿革史（昭和55年度～平成12年度）、富山市の教育（平成17年度～令和2年度）
令和2年3月31日住民基本台帳に基づくコーホート変化率法による推計

■ 学級数・児童生徒数（R3.5.1現在）
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学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

速星 3 97 4 110 3 101 4 124 3 121 4 139 21 692

鵜坂 4 108 4 137 4 132 4 131 4 145 5 170 25 823
朝日 1 10 1 16 1 12 1 12 8 1 3 5 61
宮野 2 60 2 55 2 55 2 47 2 48 2 47 12 312
古里 1 27 1 31 1 32 1 38 1 33 1 29 6 190
音川 1 9 1 13 1 8 1 12 1 16 1 13 6 71
神保 2 36 2 40 2 43 2 41 2 52 1 34 11 246
※学級数は通常級のみ。児童数は人数であり、特支級の人数を含む。
※朝日小は5・6年生で複式学級を編制。

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

速星 9 330 9 333 9 348 27 1011

城山 3 94 2 73 3 93 8 260
※学級数は通常級のみ。生徒数は人数であり、特支級の人数を含む。

6年生 合計

中学校名
（2校）

1年生 2年生 3年生 合計

小学校名
（7校）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生

■ 小学校児童数推移
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実績値 推計値
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■ 中学校生徒数推移

実績値 推計値
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婦中地域小・中学校再編原案リスト
《地域内の学校》
小学校：速星小学校、鵜坂小学校、朝日小学校、宮野小学校、古里小学校、音川小学校、神保小学校
中学校：速星中学校、城山中学校

R7 R12 R17 R22 R7 R12 R17 R22

朝日小学校 速星小学校 現 速星小学校 大
(21)

大
(19)

適正
(18)

適正
(18) 0 2 3 3 57% 34人 婦中-1

古里小学校、音川小学校 神保小学校 城山中学校併設小学校
適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

- - - - 15% 75人 婦中-2

古里小学校、音川小学校 神保小学校 現 神保小学校
適正
(16)

適正
(13)

適正
(12)

適正
(12)

▲ 5 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1 60% 158人 婦中-3

婦中 統合

再編対象校 再編対象校との組み合わせを
検討する学校 再編先学校

学校規模
（学級数） 再編先学校の教室充足状況 通学

距離
(複式学級がある学校) (全学年単学級 学校) R3

手法地域
生活圏

再編を検討する学校の組み合わせ 再編後の基本データ

再編原案








